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Abstract Characters of beak marked wings In Curetis acuta were described with a brief 
discusslon of beak marks in non-eyespotted butterfies. 
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ビー クマ ー ク の 付い た ウラ ギン シジミ (Figs 1-2) を 採集 し た の で 報告 する . 採集 年 月 日 は 1997 年 
11 月 9 日 . 採集 場所 は 東京 都 日 野市 倉沢 . 性 別 は 雌 . 


ビー クマ ー ク は 左右 の 後 超 後方 に あり , 閉 の 一 部 は ちぎ り 取 られ て いる . そし て , その 部 分 の 肘 脈 
Cuja は 残っ て いる . また , ちぎ り 取 られ た 部 分 の 周辺 や 先端 は , 贅 の 裏面 を 被 う 鱗粉 が は が れ て いる 
た め に , や や 黒っぽく 見 える . 欠損 部 分 が 左右 の 贅 に 対称 に ある た め , 次 を 閉じ て 静止 し て いた と き 
に 烏 に 緒 を くわ えら れ た も の と 考え られ る . 


今回 報告 する ビー クマ ー ク に は , 上 記 の 通り 欠損 部 分 に 次 脈 が 残っ て いる . 岡田 (1993 の ) は 鳥 の 嗜 
の 噛 里 に よる 只 史 痕 の 基本 的 な が モデル の 中 で , 中 貴 圧 が 不 十 分 な 場合 は 次 脈 の 部 分 の み 噛 み 切 られ , 
次 ピ 膜 面 は 引き 裂 か れる よう に ちぎ られ る た め に ギザ ギザ と な る と 述べ て お り , 静脈 の 残る 場合 に つい 
て は 触れ て いな い . し か し 咳 み 方 に よっ て は 区 夫 な 次 脈 の み 残 る 場合 も ある と 考え る . 筆者 の 手持 ち 
の 東南 アジ ア 産 の ビー クマ ー ク 付き の 標本 で も 何 例 か 見 られ , 特殊 な ケー ス で は な いと 思わ れる . 


鱗 次 類 の ビー クマ ー ク は , 蝶 類 で は と くに 有 眼 状 紋 の ある グル ー プ で の , 上 峨 類 で は 後 次 が 多様 性 に 富 
Catocala 類 で の 報告 が 多い . 眼 状 紋 は 威 蹴 効果 を 持ち . その 結果 つつ き の 対 象 と な る こと に より 鳥 か 
ら の 攻撃 を そら す 効 果 が あり , また , 後 次 の 多様 性 は , 鳥 が 不慣れ な た め に 生じ る 刺激 や 予期 に 反し 
た た め に 引き 起こ され る 瞬間 の 刺激 に より , 鳥 か ら 逃げ 延び る 確率 を 上 げ る (Sargent, 1973) と 考え 
られ て いる . 有 眼 状 紋 の な い 蝶 類 に お ける ビー クマ ー ク の 記録 は それ ほど 多く は な く , 福田 ・ 高 橋 
(1988) の クロ コノ マチ ョ ツウ, 岡田 の 一 連 の 研究 (1991, 19932, 1993 ヵ , 1994, 1995, 19962), 木暮 ・ 高 橋 
(1997) の Lycaeides idas verchojanicus の 報告 な ど が あげ られ る . また 高橋 (私 信 ) に よれ ば ぱ ば , 前 述 
の クロ コノ マチ ョ ウ で は , 眼 状 紋 の 無い 秋 型 に な る と ビー クマ ー ク の 付い た 個体 が 増え る と いう . 一 
方 , Pieris 属 3 種 を 用 いた 実験 で 大 き な 対 称 傷 は 偶然 で は な く 鳥 に より 生ずる と 確認 され た が (Johki, 
1985), さら に , 鳥類 と は 微妙 に 違う も の の , カナ へ ビ 等 の 則 虫 類 に よっ て も ビー クマ ー ク が 付く 可能 
性 が ある と いう (岡田 , 1996 の ). 


な ぜ 妥 状 紋 の な い 蝶 類 で は ビー クマ ー ク の 記録 が あま り 無 い の で あろ うか . それ は , 一 つ に は 観察 自 
体 が まだ 不 十分 と いう こと も あろ う . し か し 一 方 で は , 鳥 を 威 中 す る こと で そこ を 攻撃 を させ て 被害 
か ら 逃 れる 眼 状 紋 が な いか ら , 攻撃 を そら すこ と が で きず に 捕食 きれ や すい の で は な い だ ろ うか . そ 
し て その 中 で も , 贅 の 大 き さ が ある 程度 以上 に な る と , 直接 か ら だ を つつ か れ 難 いと 考え られ る . 上 
記 の 秋 型 の クロ コノ マチ ョ ウ は こと この ケー ス で は な か ろう か . これ に 対し て , シジミ チョ ウ 類 は 小型 で 
ある た め に 直接 捕食 る され る 可能 性 が 高く , その 結果 ビー クマ ー ク の 付い た 個体 の 記録 が 少な い の で は 
な いか と 思わ れる . 
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Figs 1-2. A beak marked female of Ce が 5 acuta. 1. Upper side. 2. Under side. 


本 稿 を 終わ る に 当たり , 貴重 な 別 員 を お 送り いた だ いた 名 古屋 市 の 岡田 正 哉 氏 , 文献 で お 世話 に な っ 
た 千葉 市 の 木暮 卒 氏 , そし て ビー クタ クマー ク の 付い た 虹 類 に つい て お 教え に いた だ いた な た 田無 市 の 吉本 浩 氏 , 
同じ く 蝶 類 に つい て お 教え いら た だ いた 静岡 市 の 高橋 真弓 氏 に 、 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 
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Summary 


A beak marked lycaenid butterfly, Curetis acuta (+ ) was caught on 9 th November 1997, in Hino 
city, the suburbs of Tokyo. The butterfly had symmetrical beak marks on the posterior part of the 
hind wings. But the vein Cu;a was still found in the missing part of both hind wings (Figs 1-2). 


Small numbers of beak marked specimens have been recorded in non-eyespotted butterflies. It is 
thought that eyespotted butterHies can escape more often from birds, because they frst attack the 


eyespots on the wings. But non-eyespotted butterfiies, in particular small ones like 1ycaenids, might 
be more frequently eaten by birds. 
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